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株主のみなさまへ

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第84期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

2022年度の連結業績につきましては、依然厳しい外部環境が続く中、合理化
に向けた取り組みの強化等により、売上高3,044億円、営業利益37億円、経常利
益50億円、親会社株主に帰属する当期純利益24億円と、全ての利益面において
黒字化を達成することができました。グループ一丸となって取り組んできた収益構
造改革の成果の表れであると思います。

当社は、本年4月に創立25周年を迎えました。長きにわたり当社を支えていた
だいた全てのステークホルダーのみなさまに、改めて感謝申し上げます。

1990年代、自動車メーカーが急速に推進した生産の海外シフトは、国内生産台
数の大幅減少、国内市場縮小に伴う価格競争の激化をもたらしました。部品メー
カー各社に、近い将来、それぞれ単独では生き残れないという認識が高まった時
期であります。このような環境下、山川工業と大和工業は存続をかけ合併すること
を決断し、1998年にユニプレスが誕生しました。

しかしながら、創立初年度の業績が赤字になるなど、様々な問題が山積した中
での船出となりました。この赤字を契機に企業体質の変革を目指して始めたのが、
現在も当社の経営改革の支柱となっている“UPS活動”です。更に並行して、国内
生産拠点の統廃合、生産の集約や移管など国内収益基盤の再構築、海外生産体
制の拡充に取り組みました。その結果、ユニプレス創立時、3ヵ国3拠点であった
海外生産拠点は9ヵ国17拠点にまで拡大し、高い収益力と競争力を持つ、グロー
バル企業にまで成長することができました。

当社は、これまでも経営環境の変化に迅速かつ柔軟に対応し、あらゆる難局を
乗り越えてまいりました。特に、2019年からの4年間は、新型コロナウイルス感
染拡大、深刻化した半導体供給不足の影響等による、得意先の生産台数の大幅減
少に伴い、ユニプレス創立以来の危機的な状況に直面しましたが、現在は確実に
利益の出せる体質を取り戻しております。

創立25周年は通過点に過ぎません。今後も予測困難な経営環境は続きますが、
経営理念である「サステナビリティ経営の実現」のため、経済的価値のみならず、
これまで以上に社会的価値の向上にも努め、みなさまの期待に応えられる企業と
なるよう邁進してまいります。

今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

2023年6月

代表取締役 社長執行役員 浦西　信哉



2022年度のご報告

得意先の増産影響及び為替換算影響等により、前年同期比
47.5％増の462億円となりました。

為替換算影響はあったものの、中国地域における新型コロ
ナウイルスの感染再拡大に伴う得意先の減産影響等によ
り、前年同期比9.5％減の744億円となりました。

2021年度 2022年度

連 結 254,450 304,442

日 本 71,380 98,369

米 州 69,480 85,464

欧 州 31,330 46,204

ア ジ ア 82,258 74,404

（百万円）

2021年度

254,450

アジア［△9.5％］

欧州［+47.5％］

米州［+23.0％］

日本［+37.8％］

2022年度

304,442
［+19.6％］

得意先の増産影響等により、前年同期比37.8％増の983
億円となりました。

日　本

欧　州

為替換算影響等により、前年同期比23.0％増の854億円
となりました。

米　州

アジア

地域別売上高



営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

■ 営業利益の増減要因 （億円）
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2021年度 2022年度 前期比

売 上 高 254,450 304,442 19.6％

営 業 利 益 △ 7,593 3,738 ─％

経 常 利 益 △ 4,718 5,029 ─％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

△ 7,955 2,483 ─％

（百万円）2022年度　連結業績

2022年度の配当について

　2022年度の期末配当につきましては、2023年6月22日
開催の第84回定時株主総会において、1株につき10円 
と決定いたしました。これにより、2022年度の配当金は、
1株につき20円となります。
　期末配当金は、2023年6月23日から、お支払いを開始い
たします。配当金のお受け取りの方法は、次のとおりです。

▪「配当金領収証」によるお受け取り
同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀行又
は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたしま
したので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。



トピックス

　当社は、創立25周年を機に、企業理念体系を変更しました。創立以来、不変の精神である「プレスを究めて、プ
レスを越える」を企業理念と位置づけ、新たな経営理念として「サステナビリティ経営の実現」を掲げました。こ
れは、これからの将来に向け当社が目指すべき姿を表すものです。
　また、当社の経営改革の支柱であるUPS（Unipres Production System）活動のスローガン「モノづくりの心を
ひとつに」を行動指針としました。これを目指すべき姿に向かって行動するための指針とし、更に高い水準にチャ
レンジしてまいります。

ユニプレスグループは、新たな企業理念体系のもと、
社会とともに成長し続ける企業を目指します

　当社は、厚生労働大臣より「くるみん認定」を取得しました。
　急速な少子化の進行に対し、次代の社会を担う子どもの健全な育成を目的に制定された

「次世代育成支援対策推進法」に基づき、育児と仕事を両立するために必要な環境整備や支
援策に取り組むことが企業に義務付けられています。
　「くるみん認定」は、その取り組みの目標や実績が一定の水準を満たした企業を「子育て
サポート企業」として認定する制度です。
　当社は、子育てをしながら活躍し続けられるよう、各種制度の充実だけでなく社内への周
知・情報提供にも注力してきました。今後も、全ての社員がその能力を十分に発揮できる働
きやすい環境づくりに努めてまいります。

子育てサポート企業として「くるみん認定」を取得しました

企業理念「プレスを究めて、プレスを越える」
・ 常にその時代をリードするプレスの最先端技術を低コスト・高品

質かつ安定して生産できる量産技術の域まで高めながら（究める）
・ 更に高い次元での機能・価値の創造にチャレンジし続けて新たな

プレス製品を生み出す（越える）

経営理念「サステナビリティ経営の実現」
・ 卓越したプレス技術を通じて、環境に優しく、より安全な社会の

実現
・ 公正で誠実な事業活動により、ステークホルダーとの信頼関係を

構築
・ その結果として、「経済的価値」と「社会的価値」の同時創出により、

社会とユニプレスグループ、相互の持続的な発展を実現

＜ユニプレスグループ企業理念体系＞

経営理念
（目指すべき姿）

行動指針

中期経営方針

企業理念企業理念



第84回定時株主総会決議ご通知

2023 年６月 22日開催の第 84回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申しあげます。

報告事項

第84期（2022年４月1日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

1.

第84期（2022年４月1日から2023年３月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

2.

決議事項

第１号議案 剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は１株につき10円と決定いたしました。

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
本件は、原案どおり取締役に浦西信哉、尾越英樹、塩川進次、森田幸彦、三浦謙二、
土居清志の各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

記

以　　上



連結財務ハイライト

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

234,545

254,450

304,442

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

129,529
287,856

135,875
302,585

149,206
313,057

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

△11,330

△7,593

3,738

2021年3月期 73,774

2022年3月期

2023年3月期

85,873

79,793

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

△9,167

△4,718

5,029

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

30,701
21,295

18,809
20,204

10,129
23,631

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

△17,642

△7,955

2,483

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

10.00 10.00

10.00 10.00

10.00 10.00 20.00

■ 減価償却費／■ 設備投資 （百万円）

■ 売上高 （百万円）

■ 営業利益 （百万円）

■ 経常利益 （百万円）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

■ 有利子負債 （百万円）

■ 1株当たり配当金 （円）■ 第2四半期末　■ 期末　



● 会社概要（2023年3月31日現在）● 株式関連の情報（2023年3月31日現在）

代表取締役 社長執行役員 浦 西 信 哉
代表取締役 副社長執行役員 尾 越 英 樹
取締役 副社長執行役員 塩 川 進 次
取締役 副社長執行役員 森 田 幸 彦
取締役 副社長執行役員 三 浦 謙 二
取 締 役 土 居 清 志
取 締 役（監査等委員） 伊 藤 芳 雄
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 長 谷 川 園 恵

● 役員（2023年6月22日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 101億6,895万7,400円
従 業 員 数 8,059名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG.5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,991,873株

株 主 数 23,615名

会社情報／株式情報／株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。（注）土居清志氏、葭葉裕子氏及び長谷川園恵氏は、社外取締役であります。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL  0120-288-324

● 株主メモ

●株主優待についてのお知らせ
本年度の株主優待サービスは、2023年3月31日時点で
当社株式を100株以上保有されている株主様を対象に、
保有株式数と保有期間に応じてポイントを贈呈いたしま
す。7 月上旬に株主優待通知書を送付予定です。お申込
期限は、2023年9月29日（必着）となっておりますので、
お早めにお申込みください。
詳細は株主優待通知書に同封する「株主優待サービスの
ご案内」をご覧ください。

IR 情報メール配信のご案内

ユニプレスの決算情報やニュースリリース、
IRイベントなどの情報を電子メールでタイ
ムリーにお届けします。
メールアドレスを入力するだけで簡単に
登録できますので、ぜひご登録ください。

ご登録方法
● スマートフォンから

2次元コードを読み
取って登録

● パソコンから
1. 「ユニプレス」

で検索
2. トップページ右下に

あるピックアップの
「IR情報メール配信」
ボタンより登録

IR情報メール配信のご案内


